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研究成果の概要（和文）：これまで、科学的アプローチに基づく自己研究は、自己を「ミニマル・セルフ」と
「ナラティヴ・セルフ」という二つの概念に区別した上で、主に前者をターゲットとして推進されてきた。本研
究は、「身体性」に着目することで、研究の地平をミニマルからナラティヴへと拡大することを目指したもので
ある。研究の結果、両者を接続するモデル構築の要点として「身体的経験による記憶の裏付け」「物語実践の基
礎にある身体的習慣」「一人称視点と三人称視点の身体的統合」を見出したことが主な成果である。これによ
り、身体性に根ざした仕方でナラティヴ・セルフを研究する展望を開くことができた。

研究成果の概要（英文）：In the past two decades, scientific approach to the “self” has mainly 
focused on the idea of “minimal self,” being distinguished from the “narrative self.” According 
to this distinction, the minimal self has its basis in direct experience un-extended in time and 
composed of both senses of ownership and agency. In contrast, the narrative self is composed of 
diverse self-narratives extended in time, dealing with one’s past experiences and future prospects.
 The aim of this project was to establish the scientific approach to the self, expanding its focus 
from the minimal to the narrative with its emphasis on embodiment. During 4 years of research, we 
found three crucial points in establishing a new theoretical model; (1) autobiographical memories 
underpinned by embodied actions, (2) understanding narrativity in terms of embodied habit, (3) 
integration of the first-person perspective and the third-person perspective in memories and 
narratives.

研究分野： 身体性哲学

キーワード： 自己　ミニマル・セルフ　ナラティヴ・セルフ　身体化された自己　身体性

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
「自己とは何か」という問いは我々誰もに関係する実存的なものである。過去約二〇年の間、自己の概念を「ミ
ニマル・セルフ」と「ナラティヴ・セルフ」に区別し、主に前者にアプローチすることで科学的自己研究が進め
られてきた。現状での課題は、これをいかに後者へと拡大し、我々の日常生活に密接に関連するナラティヴ・セ
ルフの次元を科学的に解明できるかにある。本研究は、その理論モデル構築において一定の成果を示した。ポイ
ントは、(1)身体経験による長期記憶の裏付け、(2)物語実践が身体的習慣によって裏付けられていること、(3)
物語の一人称視点と三人称視点がともに身体性に基礎を持つこと、を見出したことにある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 本研究計画を申請した 2019 年当時、認知科学的な観点からの「自己」研究は一種の飽和状態
に達しつつあった。それは次のような意味においてである。もともと「自己」は、意識や主観性
と並んで哲学的かつ抽象的な主題であり、科学的研究の対象として扱われるようになったのは、
イメージングを利用した脳研究が可能になった 1990 年代以降、特に 2000 年ごろに「ミニマル・
セルフ（minimal self）」の概念が確立されて以降のことである。 
 ミニマル・セルフは「最小の自己」を意味し、今ここで生じている意識経験に付随している「私
の経験」という暗黙の自己感を指す。哲学者Ｓ・ギャラガーの 2000 年の論文は、この自己感を、
経験にともなう所有感（sense of ownership）と、それを私が経験しているという主体感（sense 
of agency）に区別し、それぞれを認知神経科学における運動研究の成果と関連づけて理解する
展望を開いた。主体感と所有感は、いずれも行動実験と脳機能計測を通じて検証できる明確な要
因だったため、科学的な実証研究がその後 20 年のあいだに大きく発展した（e.g. Haggard 2017, 
Tsakiris et al. 2007）。 
 ただし、こうした科学的な自己研究は、今ここで生起する身体経験に付随する所有感と主体感
を認知神経科学的に解明する試みとして大きく進展したものの、それ以上のものを生み出すこ
とがなかった。先のギャラガーの論文では自己は「ミニマル・セルフ」と「ナラティヴ・セルフ
（物語的自己）」という２種類に区別されていたのだが、実証科学の枠組みではナラティヴ・セ
ルフが追究されないままだったからである。 
 本研究が目指したのは、このような状況を打開する新たな理論モデルを構想することにあっ
た。ミニマル・セルフの概念を「身体化された自己（embodied self）」という概念のもとで位置
付けなおし、身体性の延長にナラティヴ・セルフを支える物語性の次元を捉えようと試みるもの
だった。身体性の観点から見ると、「自己」という現象は、知覚と行為に基づく身体と環境の相
互作用をある局面で切り出したものに他ならない。ここに言語を重ねて考えるなら、言語を介し
た身体と社会との物語的な相互作用を切り出したものがナラティヴ・セルフと言えるのではな
いか。こうした見通しをもって本研究を開始した。 
 
２．研究の目的 
 こうた背景のもとで始まった本研究は、ミニマル・セルフとナラティヴ・セルフ、身体性と物
語性を架橋する理論モデルを構想することを目的として掲げた。 
 もともと「身体化された自己」は、身体と環境の相互作用から創発する主観的経験の全体を自
己として捉える概念だったが、実験にうまく適合するミニマル・セルフの側面だけが実証的研究
を介して推進されてきた。一方、ナラティヴ・セルフは定量的な実験科学になじまないものと想
定され、質的研究や理論的考察の対象にとどまってきた。本研究はこの状況を打破し、ナラティ
ヴ・セルフについて、将来の実証的研究の基礎となる理論モデルを創出することを目指した。自
己を構成するナラティヴ（物語）には、もともと、「他者に向かって自己を物語る」という社会
的環境における相互作用が含まれている。発達的にも、幼児が養育者に向かって経験を物語るよ
うになるのがナラティヴの最初の形態である（Bruner 1986）。発達の過程で、語りの宛先であ
る他者が内面化され、自律的な自己内対話が成立することにより、より抽象的で一貫性のあるナ
ラティヴ・セルフが形成されると考えられる。 
 だとすると、ミニマル・セルフとナラティヴ・セルフを連
続的にとらえるうえで必要な観点は、ナラティヴを支える時
間性と他者性にあるだろう。この点を図とともに説明すると
次の通りである。ミニマル・セルフは先に述べた通り、行為
にともなう暗黙の主体感と所有感で構成されるものであり、
身体的行為の系列のうち最小の時間幅（現在）だけで成立し
うる（図１）。 
 しかし、ここから反省的な自己意識が生成する
には、(1)自己の経験について、その過去を回顧す
るとともに未来を展望するための時間性が必要で
あり、また、(2)自己の経験をメタレベルで反省す
ることを可能にするような他者性（自己経験に対
する外部の視点）が必要である。ただし、こうして
成立する反省的自己意識は、いまだ物語を生み出
す段階には至らない。経験についての反省がナラ
ティヴを構成するには、現在の経験を過去の記憶
との連続性において位置づけ、将来の展望のもと
にそれを位置づける認知過程が必要になる。この
ような過程とともに成立しているのがナラティ
ヴ・セルフであろう（図２）。 



 本研究の目的は、以上のように図示できるナラティヴ・セルフを、身体レベルで生じている経
験と連続的に捉えることで、将来の科学的研究を推進できる理論モデルにまで洗練させること
にあった。この目的のため、「身体図式 body schema」と「身体イメージ body image」という
二種類の身体表象に着目して研究を進めた。両者は、認知神経科学において身体性を扱う場合に
きわめて重要な概念である。身体図式が身体各部位の運動を協調させてスムーズな行為として
統合する暗黙の感覚-運動的機能であるのに対して、身体イメージは、自己の身体についての知
覚、概念、情動すべてを含む心的な画像である（Gallagher 2005）。身体図式は、感覚-運動的次
元に根拠を持つため、暗黙の主体感や所有感ひいてはミニマル・セルフと連続的である。他方、
身体イメージは、反省を介して自己身体を対象として把握する作用をともなうため、自己イメー
ジやナラティヴ・セルフと連続的である。ただし、両者は密接に連動する機能を持つため、身体
図式と身体イメージの両者に着目しつつ、ナラティヴ・セルフの解明を進めることを試みた。 
 
３．研究の方法 
 (1)現象学的・理論的研究：哲学者のリクールは、人が自己の人生をストーリーとして語るこ
とで、物語の主人公として自己アイデンティティを構築する様子を明らかにしている（Ricoeur 
1990）。このような理解はナラティヴ・セルフ論の源流として、社会的実践を通じて構築される
文脈依存的な存在として自己を位置付ける社会構築主義的な見方を促進してきた。つまり、ナラ
ティヴ・セルフは社会的な構築物で実在的な基盤を持たないとする傾向が従来の理論には広く
流布してきた。しかし、リクール自身も指摘している通り、語りはもともと身体的行為（発話）
に根ざしており、主体が環境にかかわる際の一定の傾向性を反映する。ナラティヴ・セルフは、
社会的・対人的環境における行動の一貫性に裏打ちされる実在的な次元を備えているはずであ
る。本研究では、この点について、メルロ゠ポンティの身体図式論の観点からさらなる理論的考
察を進めることにした。社会構築主義的なナラティヴ・セルフの見方を超えて、身体と環境の相
互作用、その定型的パターンとしての習慣の延長線上に、語りの習慣とナラティヴ・セルフを位
置付ける理論モデルの構築を試みた。 
 (2)実験心理学的研究：従来のミニマル・セルフ研究では、自己感を所有感と主体感に区別し
て実験心理学的または認知神経科学的なアプローチに沿って解明してきた。他方、ナラティヴ・
セルフが語りによって構築される自己だとすると、その基盤には無数の自伝的記憶が存在する
ものと考えられる。それゆえ、科学的アプローチからナラティヴ・セルフに迫ろうとする場合、
身体性に由来する所有感および主体感と、自伝的記憶との関係が解明すべき問題の焦点として
浮上してくる。そこで本研究では、従来の所有感や主体感に関連する実験研究の枠組みを拡大し
て、これら二つの要因と個人的経験の記憶との関連性を探索することを試みた。特に、主体感の
指標として用いられてきたインテンショナル・バインディングや、所有感との関連が深いフルボ
ディ錯覚の実験パラダイムを手がかりとして、これらと記憶との関連を探ることにした。 
 
４．研究成果 
 本報告書作成時点（2024 年 6 月）で出版が完了している代表的な論文および書籍に沿って、
本研究の成果を以下に報告する。 
 (A)ミニマル・セルフとナラティヴ・セルフ 
 代表者の田中は著書『自己と他者』（2022 年・東京大学出版会）の第六章において、ミニマル・
セルフとナラティヴ・セルフを架橋する理論的観点を指摘した。ミニマル・セルフは、あらゆる
経験に付随する前反省的な自己感であるため、ナラティヴ・セルフが構成される際の最初の契機
として、経験についての反省的意識がどのように生じるかが説明されなくてはならない。また、
ナラティヴ・セルフは過去の記憶と将来の展望を一貫性のあるストーリーに沿って語ることで
構成される自己アイデンティティである。それゆえ、語りを構成する言語、さらには自伝的記憶
を整理する思考過程についての説明が必要となる。この点について、本研究の分担者も参加して
いる共著『自己の科学は可能か』（2023 年・新曜社）では、詳細な説明を試みた。反省的自己意
識は決して抽象的な意識経験ではなく、哲学者メルロ゠ポンティ（1945）も指摘しているように、
身体的基盤を持つ。「私が私を意識する」という反省の再帰的構造は、「私が私の身体に触れる」
「私が私の声を聴く」という知覚レベルでの再帰的構造に起源を持つものである。また、自伝的
記憶を整理する思考過程は、反実仮想的思考に根拠を持つ。自己の履歴を振り返り、将来を展望
するさい、現在の自己に関連する反実仮想が加わることで、現実を総体として意味づける物語を
構築し、そのストーリーの中に自己を位置付けることができるようになるのである。以上の通り、
反省的意識と反実仮想的思考を経由して、ミニマル・セルフとナラティヴ・セルフとを連続的に
説明する理論的モデル（『自己の科学は可能か』）では一種の階梯モデルとしてこれを整理してい
る）を提示した。 
 また、分担者の村田による論文「P.ゴルディのナラティヴ論」（2020 年）は、ナラティヴ・セ
ルフを考察するうえで不可欠な、自己経験を表象する「視点」の問題に取り組んでいる。ナラテ
ィヴ・セルフを構成する自己経験の物語は、一人称的視点で経験されたことと、それをナレータ
ーの三人称視点で表現することという視点の二重性を必ず伴う。哲学者シェクトマン（1996）の
ナラティヴ・セルフ論では、過去の自己と現在の自己の連続性を保証するのは、両者がともに一
人称的視点から生きられており、過去の自己についても一人称的アクセスが可能であるときに
現在との連続性が保たれるとされている。しかしゴルディによると、視点の一人称性は自己の連



続性にとって必要条件でも十分条件でもない。村田はこの議論を踏まえ、過去と現在の自己の統
合を可能にするのは、むしろナレーターの三人称視点による物語全体の有意味な取りまとめで
はないかと指摘している。視点の問題は従来のミニマル・セルフ論では十分に論じられておらず、
ミニマルとナラティヴを結ぶ理論を充実させる上で、今後さらに究明が必要になる論点である。 
 (B)身体性と物語性 
 分担者の宮原と代表者の田中は、2023 年に共著論文「Narrative self-constitution as 
embodied practice」を『Philosophical Psychology』で刊行した。本論文は、身体と環境の相
互作用を通じて形成される「習慣」に着目し、習慣の延長線上に形成される物語実践を通じてナ
ラティヴ・セルフが構成されることを明らかにしたものである。自己をめぐる身体性と物語性の
関係については、Ｒ・メナリーによる 2008 年の論文「Embodied narrative」を始めとして、2010
年代に一定数の論文が刊行されている。それらによると、身体性が物語性にボトムアップに影響
を与えるとする一方向的な見方と（例えば Menary 2008）、そうした基礎付け関係だけでなく物
語が逆に身体性に対してトップダウンに影響を与えるとする双方向的な見方がある（例えば
Dings 2019, Mackenzie 2014 など）。ただし、いずれの見方を取る場合も、物語性そのものは、
経験された出来事を一定のストーリーのもとで取りまとめる高次認知過程として理解されてお
り、身体性から切断されているという理論的問題点があった。そこで本論文では、物語性それ自
体を身体性と連続的に捉えることを提案した。物語とは本来「物語る」という行為であり、行為
が埋め込まれた具体的状況と不即不離の関係にある。習慣が、特定の状況に対して特定の行為に
よって問題を解決するのと同様に、「物語る」という行為もまた、特定の状況に対して特定の仕
方で状況を意味づけて理解することによって問題を解決することとして理解できる。だとする
と、身体的行為を通じて定型的状況に適応する能力が「習慣」であり、発話的行為を通じて物語
的状況に適応する能力が「物語実践」であるということになるだろう。本論文では、このような
理解を提示し、身体性と物語性を架橋し、ナラティヴ・セルフを身体性の次元から理解する理論
的方途を示した。 
 他方、分担者の今泉は『自己の科学は可能か』第二章で、所有感および主体感と物語性の関係
を解明することに取り組んでいる。所有感と主体感はいずれもミニマル・セルフの構成要素であ
り、従来は数百ミリ秒の短時間スケールのもとで解明が進められてきた。だが、例えば視点を身
体外部に誘導した体外離脱錯覚下での知覚的経験は長期記憶に定着しにくいことが研究により
明らかになっている（Bergouignan et al. 2014）。つまり、身体所有感が低下した状態で知覚さ
れた体験内容は、ナラティブを構成する長期記憶にはなりにくいことが示唆されている。あるい
は、実験参加者の実際の手の動きに時間的遅延や方向反転を加えた映像をモニターに提示して
視覚的フィードバックを与えると、実際の手の動きと同じフィードバックを与える場合に比べ
て、後に再認されにくくなる（Sugimori & Asai 2015）。つまり、主体感が伴う状態での身体運
動のほうが長期記憶として記銘されやすい傾向が見られるということである。なお、今泉自身も
この点をさらに追究すべく、主体感と刺激語の再認の相関について実験研究を行ったが、主体感
を伴う刺激について必ずしも再任成績が向上するとの事実は見出されなかった（Tsuji & 
Imaizumi 2022）。研究の全般的方向として、所有感や主体感の伴う状態での経験が長期記憶とし
て定着しやすいとの仮説を立てることはできそうだが、その検証はさらに慎重に進める必要が
ある。これは、身体性と物語性が連続するポイントをどこに見出すかという論点とも相まって、
さらに検討が必要であることを示唆している。 
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